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広告

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
と
も
、
選
挙
権
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
ま
す
。
伊
佐
市
に
対
す
る
割
当
人
数
は
、

裁
判
員
候
補
者
が
60
人
、
検
察
審
査
員
が
９

人
で
す
。

　

選
ば
れ
た
候
補
者
に
は
11
月
中
旬
頃
に

「
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制
度
で

す
が
、
い
ず
れ
も
専
門
的
な
法
律
知
識
は
い

り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
裁
判
員
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
、

具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ

平
成
31
年
度
「
裁
判
員
候
補
者
」
ま

た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
に
選

ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
検
察
審
査
員
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
す
る
も

の
で
す
。
検
察
審
査
員
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処

分
）
が
国
民
の
常
識
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
裁
判
員

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係　

☎
０
９
９
・
２
２
２
・
７
１
５
７

▽
検
察
審
査
員

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
１
９

お
知
ら
せ

調
停
手
続
相
談
会
（
無
料
）

日
　
　
時　

11
月
17
日
（
土
）
10
時
～
15
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

和
室
（
５
）

相
談
内
容

　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
公
害
・

家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、
調
停
委
員

が
調
停
手
続
の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
　
　
時　

11
月
24
日
（
土
）

　

受
付
17
時
30
分
～

　

開
会
式
17
時
45
分
～

　

試
合
開
始
18
時
～

場
　
　
所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

1
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
16
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

問
い
合
わ
せ
先

大
口
調
停
協
会　
　
　
　
　

☎
�
０
５
９
０

海音寺潮五郎記念
「海潮忌・文学フェスティバル」
日　　時　
　　　　　12 時 30 分～
　　　　　受付 12 時～

内　　容
◎海潮忌　伊佐市出身の直木賞作家、
　　　　　海音寺潮五郎氏は 1977 年 12 月 1 日 76 歳
　　　　　で逝去。その遺徳を偲び偉業を顕彰する式典。
◎文学フェスティバル
　　　　　海音寺潮五郎記念「銀杏文芸賞」および「読
　　　　　書感想文・感想画コンクール」の表彰式、銀
　　　　　杏文芸賞選者である歌人伊藤一彦先生・詩人
　　　　　岡田哲也先生・歌人宮原望子先生による鼎談。
◎展示会　海音寺潮五郎氏を広く紹介するために記録写
　　　　　真を展示します。
　期　間　11 月 22 日（木）～ 27 日（火）
　場　所　大口ふれあいセンター１階

場　　所　大口ふれあいセンター３階

問い合わせ先　社会教育課文化財係　☎㉖１５５４

11 月 25 日（日）
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伊佐市からのお知らせ

　

12
月
1
日
付
け
で
、
全
国
一
斉
に
平
成
30

年
住
生
活
総
合
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
住
生
活
全
般
の
実
態
や
居
住

者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
調
査
す
る
も
の
で

広告

「
住
生
活
総
合
調
査
」に
ご
協
力
く
だ

さ
い

「
里
親
」
い
ま
、
家
庭
の

新
し
い
カ
タ
チ

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、

家
庭
で
暮
ら
す
時
間
や
経
験
が

と
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分

の
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
で
そ

の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が「
里
親
」で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
と
明
る
い
未

来
の
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

養
育
対
象　

０
歳
～
18
歳

養
育
期
間　

数
か
月
～
数
年

鹿
児
島
県
の
現
状

　

現
在
、
県
内
に
は
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
が
約
９
８
０
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約

１
０
０
人
が
里
親
な
ど
の
家
庭
で
、
約
８
８

０
人
が
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
里
親

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

●
里
親
制
度
説
明
会

日
　
　
時　

11
月
16
日
（
金
）

▽
昼
の
部　

15
時
～
17
時

▽
夜
の
部　

19
時
～
21
時

場
　
　
所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　

世
代
間
交
流
室

内
　
　
容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介
（
10
分
）

②
制
度
説
明
（
40
分
）

③
個
別
相
談
（
60
分
：
希
望
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係
（
伊
佐
市
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　

☎
㉙
５
５
１
１

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支
援
指
導
課

☎
０
９
９
・
２
６
４
・
３
０
０
３

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園
（
里
親
支
援

専
門
相
談
員
：
増
田
）

☎
０
９
９
６
・
５
５
・
０
０
３
４

す
。
住
生
活
の
安
定
・
向
上
の
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象

　

10
月
に
実
施
さ
れ
た
「
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
か
ら
抽
出

調
査
方
法

　

11
月
下
旬
か
ら
対
象
世
帯
を
訪
問
、
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
収
し
ま
す
。

調
査
機
関　

国
土
交
通
省
か
ら
委
託
さ
れ
た

　
　
　
　
　

民
間
事
業
者

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
・
下
水
道
係　

☎
㉖
１
３
７
６

「
平
出
水
小
学
校
」
体
験
入
学

　

本
校
は
、
市
内
の
児
童
・
園
児
及
び
保
護

者
に
対
し
て
、
特
別
に
転
入
学
を
認
め
る
特

認
校
で
す
。
少
人
数
指
導
と
多
様
な
教
育
活

動
の
実
践
に
よ
り
、
児
童
の
主
体
性
と
確
か

な
学
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

体
験
入
学
に
参
加
し
て
、
平
出
水
小
学
校

の
「
良
さ
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　
　
日　

11
月
21
日
（
水
）

申
込
期
限　

11
月
７
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

平
出
水
小
学
校　
　
　
　
　

☎
�
１
０
４
５

狩猟期間中の事故防止
　狩猟期を安全で楽しく過ごすため
に次のことを守り、狩猟事故や違反、
猟銃等の盗難防止に努めましょう。

狩猟期間
▽ニホンジカ・イノシシ
　11 月 1 日（木）～平成 31 年 3 月 15 日（金）
▽それ以外の狩猟鳥獣
　11 月 15 日（木）～平成 31 年 2 月 15 日（金）

銃砲の保管管理の徹底
◦銃は常に自分の管理下に置く
◦車内に銃を放置しない
◦狩猟後はまっすぐ帰宅し、帰宅後、直ちに銃
　をガンロッカーに保管する
◦飲酒後は銃の手入れ、調整等を絶対にしない
◦銃と弾（実包・空包または金属製弾丸）は別々
　に保管する

狩猟事故
防止の基本

❶ 矢先の確認
❷ 獲物の確認
❸ 脱包の励行（暴発防止）

問い合わせ先　伊佐警察署　☎㉒０１１０
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医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

就
学
と
い
う

新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
に

と
っ
て
初
め
て
の
連
続
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
豊

か
な
個
性
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心

し
て
学
校
に
通
う
た
め
に
、
周
り
で
支
え
る

大
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時　

11
月
29
日
（
木
）
受
付
18
時
～

　
　
　
　
　

講
演
18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

専
門
医
が
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
事
前

予
約
が
必
要
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
　
　
時　

12
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
　
所　

大
口
保
健
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
山
口
）

　
　
　

☎
㉓
５
１
０
３

　

辛
い
、
不
安
、
心
配
、
そ
ん
な
気
持
ち
を

持
ち
続
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

精
神
対
話
士
が
相
談
に
応
じ
、
将
来
の
希

望
や
心
配
ご
と
等
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

期
　
　
日

○
11
月
18
日
（
日
）、24
日
（
土
）、25
日
（
日
）

○
12
月
２
日
（
日
）、９
日
（
日
）、15
日
（
土
）

　

16
日
（
日
）

時
　
　
間　

13
時
～
17
時

場
　
　
所

　

霧
島
市
国
分
公
民
館
３
階
小
研
修
室
（
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象
者　

39
歳
以
下
の
人
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　

等
の
相
談
も
可

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

平
成
30
年
度　

年
中
・
年
長
児
の
た

め
の
講
演
会

不法投棄防止強化月間

○ 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。

○ 期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。

○ 不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

○ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局、保健福祉環境部または県庁廃棄物・

リサイクル対策課 ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）

e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp までご連絡ください。

※不法投棄防止強化月間

西郷さんマーク

１１月は不法投棄防止強化月間です

　県では、産業廃
棄物の不法投棄等
の根絶を図るため、
毎年 11 月を「不法
投棄防止強化月間」
と定めています。
　期間中は、不法
投棄防止の啓発活
動やパトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。一人ひとりが、

「不法投棄をしない。させない。見つけたらす
ぐ電話を」という意識を持ち、住みよい地域を
つくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、ご連絡
ください。
連絡・問い合わせ先
県庁廃棄物・リサイクル対策課

　　☎０９９・２８６・３８１０
sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp 

　

聞
こ
え
る
人
・
聞
こ
え
な
い
人
、
手
話
を

知
っ
て
い
る
人
・
知
ら
な
い
人
、
手
話
に
興

味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時　

11
月
25
日
（
日
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

工
作
実
習
室

問
い
合
わ
せ
先

手
話
サ
ー
ク
ル
コ
ア
ラ

　

☎
㉖
３
４
４
８
（
古
田
）

手
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

　

大
口
保
健
所
で
は
、「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
検
査
結
果
が
そ

の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
即
日
（
迅
速
）
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、

受
診
や
検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

日
　
　
時　

11
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

受
付
17
時
～
19
時

場
　
　
所　

大
口
保
健
所

申
込
方
法　

11
月
29
日
（
木
）
17
時
ま
で
に

　
　
　
　
　

お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係　
　
　

☎
㉓
５
１
０
３

一
般
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
鹿
児
島

事
務
所
（
肥
後
）

　

☎
０
８
０
・
８
３
９
７
・
９
５
０
７

「
ほ
っ
！
と
相
談
」
の
開
催

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容

○
伊
佐
市
の
就
学
の
流
れ
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
発
達
や
就
学
に
向
け
た
心
構
え

　

に
つ
い
て

講
　
　
師

○
幡
生
滋
氏
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）

○
髙
橋
佳
代
氏
（
鹿
児
島
大
学
大
学
院
准
教

　

授
・
臨
床
心
理
士
）

対
象
者

　

子
ど
も
の
育
ち
に
関
心
の
あ
る
人

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

11
月
16
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
５
５
１
１
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伊佐市からのお知らせ

広告

募　
　

集

広告

日
　
　
時　

12
月
４
日
（
火
）
９
時
～
12
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

調
理
実
習
室

内
　
　
容　

家
で
で
き
る
正
月
料
理

受
講
料　

無
料

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
包
丁
、
飲
み
物

定
　
　
員　

先
着
25
人

申
込
期
間　

11
月
５
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

　

伊
佐
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り

８
０
２
０
達
成
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

　

伊
佐
市
在
住
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

お
持
ち
の
80
歳
以
上
の
人
。
過
去
に
受
賞
さ

れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

審
査
方
法

　

審
査
期
間
中
に
伊
佐
市
内
の
歯
科
医
院
に

料
理
講
習
会
参
加
者
募
集

河
川
清
掃
活
動
の
参
加
者
募
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

〝
８
０
２
０
〟
達
成
者
の
募
集

　

伊
佐
市
菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場
周
辺
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。
カ
ヌ
ー
競
技
国
体
会
場

に
選
ば
れ
、
冬
季
に
も
多
く
の
選
手
が
練
習

に
訪
れ
る
会
場
で
す
。
日
頃
練
習

等
で
使
う
人
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
12
時
30
分

作
業
内
容　

ゴ
ミ
拾
い
・
除
草
作
業
な
ど

集
合
場
所　

ひ
し
か
り
交
流
館
裏
河
川
敷

　

温
か
い
昼
食
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
11
月

15
日
（
木
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
カ
ヌ
ー
協
会　
（
春
園
）☎

㉓
１
３
１
１

　

放
送
大
学
は
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

出
願
期
限　

第
１
回
は
２
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

第
２
回
は
３
月
17
日
（
日
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１

予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診

料
は
無
料
で
す
。

審
査
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
歯
科
医
師
会
坂
口
歯
科
医
院

☎
�
６
６
８
５

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

肥
薩
線
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
選

定
記
念
と
し
て
、「
肥
薩
線
・
く
ま
川
鉄
道（
旧

湯
前
線
）
に
乗
っ
て
、撮
っ
て
、送
っ
て
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
入
賞
者

に
は
賞
品
等
も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

肥
薩
線「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」

選
定
記
念
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募
集
作
品

　

肥
薩
線
及
び
く
ま
川
鉄
道
（
旧
湯
前
線
）

の
車
窓
や
沿
線
の
風
景
写
真【
Ａ
4
サ
イ
ズ
】

募
集
期
限　

12
月
28
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
等
を
明
記
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

肥
薩
線
利
用
促
進
・
魅
力
発
信
協
議
会
事
務

局
（
人
吉
市
役
所
企
画
課　

肥
薩
線
世
界
遺

産
推
進
室
内
）

〒
８
６
８—

８
６
０
１

人
吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
1

☎
０
９
６
６
・
２
２
・
２
１
１
１

（
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）


